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冨盟

FORTRANによる

画像入出力ボードの制御

牛坂健

パソコンの拡張スロットに挿入して使用する画

像入出力ボードは、テレビカメラなどの出力画像

信号をデジタル化してパソコンの記憶装置に保存

する装置として比較的安価に市販されています。

私の所属する研究室(光システム計測研究分野)

でも画像入出力ボードを画像処理を伴う研究に使

用していますが、画像入出力ボードの制御と画像

処理のための計算をプログラム言語の rF0 R T 

RANJで行っています。

私が製作したこのソフトウェアは、大変珍しい

ことに当研究室の多くの方々に利用して頂いてい

るので(目的の研究が終了すると忘れ去られてし

まうのが普通なのです!)、この画像処理プログ

ラムについて簡単に紹介させていただきます。

使用している画像入出力ボードは、 NEC製パ

ソコン rpC-9801Jの拡張スロットに挿入

して使用するフォトロン社製の「イメージデジタ

イザ FRM2-5 1 2J という画像入出力ボ

ードです(以下ではFRMと略記する)。本ボー

ドはPC-9801の増設RAM領域 80000h-

9FFFFhにボードに実装されている画像メモリー

を割り付ける構造になっており、このためコンビ

ュータの主メモリを 640KB確保する時は、画像

メモリーとコンビュータの主メモリの上位 128KB

が増設RAM領域で重なるので、パンクメモリー

と併用してメモリーを切り替えて使用する必要が

あります。パンクメモリーは最低 128KBの容量

のものが必要です。なお、画像メモリーは 512x 

512画素の白黒画面を 2画面もっています(図 1) 

ボードの制御は、 3つの入出力ポートを介して

行われ、画像データの取り込み、再表示、直線性

補正テーブル(ルックアップテーブル)のオン/

オフ、直線性補正データの書き込みなどの制御を

します。また、画像メモリーとパンクメモリの切

り替えは 1/0アドレス OOEChにパンク番号

を書き込むことで行われます。画像メモリーのパ

ンク番号はFOh"， FFhの範囲で変更可能です。
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図1 メモリマップ

FRMの制御と簡単な画像処理を行うためのソ

フトウェアは既に述べたようにフォートラン言語

で作成しました。本プログラムはフオートラン副

プログラム(サブルーチン)からなリ、使用者が

その副プログラムを利用して研究目的に適った画

像処理プログラムを作成できるようになっていま

す。このソフトウェアを利用することで、利用者

はハードウェアを意識することなく、画像入出力

ボードを使用できます。

以下で説明するソフトウエアは、研究室(光シス

テム計測研究分野)の標準フオートランである Pro

-FORTRAN77に用いるサブルーチン副プログラム

です。この資料末に副プログラム名とその機能を

一覧にしてまとめであります。副プログラム名は、

FRMに付属してきたソフトウェアや他の画像処

理ソフトを参考にして決定しました。

サブルーチン一覧から分かるように、おおまか

には次のような目的のプログラムから成っていま

す。

.FRMの画像取り込み、表示などの制御

・画像メモリからプログラム内配列変数へ

の画像データのコピー
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-二つの画像メモリ一間の簡単な演算

(加算、減算、 AND、OR、XORなど)

.画像データのファイルへの書き込み及び

ファイルからの読み出し

以下に使用法を説明します。

最初に必ず FMIl¥IT(208，255) をコールします。

二つのパラメータはボードの設定によりますが、

出荷時の設定のままの時は(208，255)です。これ

によって、 FRMの制御に必要なパラメータや変

数がプログラム内にセットされます。これらのパ

ラメータや変数はCOMMON宣言されていて、

プログラムの実行中はメモリ上の共通領域におか

れ、これらのパラメータや変数を必要とする副プ

ログラムがこの共通領域のデータを読んで動作す

るようになっています。大容量のパンクメモリを

実装している場合は、空いているバンクメモリを

画像データの一時保存場所として使用できるよう

にしました。 2面ある FRMのVRAMは2面と

して使用することの他に、片面を画像処理用バッ

フアメモリとしても使用できます。

必要ならプログラム内で画像データバッフアと

して 2バイトの整数型 2次元配列変数を宣言しま

す。この配列変数はコンビュータのメモリの制限

から 300X 300程度が上限です。画像データは

1バイト(8ビット)なので INTEGER*lのデー

タタイプを使用すると 512X 512画素の l画面

分の配列変数を確保できますが、 lバイト整数は

-127 '" 127の値しかとれませんので初心者に

は誤解しやすいと言うことで INTEGER*2を使用

しています。

画像データは、データファイルとコントロール

ファイルの二つのファイルで保存することとしま

した。画像データと画面との関係は図 2のように

なります。すなわち、画面左上の座標を (0，0)と

し右下の座標を (511，511)としています。

ファイルに保存する画像データは、

io:O)j511:oj: O. 1 )・・・ 511. 1)， 

出!?j:::jill:i!?j，
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の順で、画素データを lバイトの文字型に変換し

てランダムファイル形式として保存します。ラン

ダムファイルですので、一行単位(画面の lライ

ン単位)で直接にファイルの読み書きができます。

画面全面のデータを保存すると容量が約 25 6 K 

Bのファイルが作成されます。
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図2画面座標

保存する画面範囲を自由に指定でき、その画面

範囲を示す座標をコントロール・ファイルに記録

します。コントロール・ファイルは拡張子を.CT 

Lとしてデータファイルと区別し、ファイルの形

式は、下記のように 1バイトの文字型データ 12 

文字で保存領域の画面上の座標をシーケンシャル

ファイルの形式で記録することとしました。

3A1 3A 1 

始点座標

3A113Al 

終点座標

以上、簡単にフォートラン言語で画像入出力ボ

ードを制御するプログラムの紹介をしました。本

資料末に、サブルーチン名とその機能を示しまし

たので、使用法はお分かりいただけることと思い

ます。本プログラムは、初期のものは、画像入出

力ボードの制御ポートのアクセスや画像メモリの

読み書きの部分を除き、ほとんどフオートラン言

語で書かれていましたので動作が遅く、特に CP

Uが 80 8 6の機種では実用になるような速度で

はありませんでしたごその後、大部分をアセンブ

ラ言語で書き直しましたので、動作速度は大幅に

向上しています。



画像入出力ボード制御用サブルーチン一覧

FMINIT  (fmport， bankad)  
FMRのコントロールに必要な変数のデフォルト値を与える。
プログラムの最初で必ずこのサブルーチンをコールしてください。
引数 fmport， bankad はいずれも integer*4の正数で与えます。

fmport Control port address of FRM2-512. 
bankad Bank number of memory of FRM2-512 

工場出荷時の設定は fmport=208，bankad=255 です。
ボードの設定を変更したときは、適切な数値を与えてください

APAGE  ( page) 

IGET  

画面のページ設定と問い合わせ。
設定 lまたは 2を与える。 l=A画面， 2=B画面

問い合わせ
lpage のデータが不適の時は何もせずに、 ipage=-lとしてリターンします。
ipage=O の時は、現在の画面のページの問い合わせで、戻り時 ipage にペー
ジ番号 (A=l，B=2)がセットされます。

画像信号を画面 Bに iフレーム取り込む。
戻り時は FRMパンクが Oで画面 B表示になります

IVGET  
画像信号を画面 Aに lフレーム取り込み、内部同期とする
戻り時は FRMパンクが Oで画面 A表示になります。

IVGETB  
画像信号を画面 Bに lフレーム取り込み、内部同期とする
戻リ時は FRMパンクが Oで画面 B表示になります。

ISURU  
入力画像信号を直接モニター TVに表示する。
戻り時は FRMパンクが Oで画面 A指定となります

ISURUB  
入力画像信号を直接モニター TVに表示する。
戻リ時は FRMパンクが Oで画面 B指定となります

F R Z 
画面 Aのメモリ像をビデオモニターに表示する。

F R 乙 B
画面 Bのメモリ像をビデオモニターに表示する。

ICHNG  
画面 Aのデータと画面 Bのデータを交換する
画面は常に Aになります。

ICPYAB  
画面 Aのデータを画面 Bにコピーします
実行終了後画面は Bになります。

ICPYBA  
画面 Bのデータを画面 A にコピーします
画面は常に Aになります。

IGAND  
画面 A と画面 BのAND演算をし画面 A に表示します。

IGOR  
画面 A と画面 Bの OR演算をし画面 A に表示します。

IGXOR  
画面 A と画面 Bの XOR演算をし画面 A に表示します。

IGADD  

画面 A と画面 Bを加算し画面 Aに表示します。
濃度データが 255を越えるときは 255にします

IABAV  
画面 A と画面 Bの平均をとり画面 Aに表示します。
すなわち、 ([A]+[B])/2  → [A] 

1 G S U B 1 
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画面 Aから画面 Bを減算し画面 Aに表示します
濃度データが負になるときは Oとします。

1 G S u B 2 
画面 Bから画面 A を減算し画面 Bに表示します
潰度データが負になるときは Oとします。

でクリヤする。( 0から 25 5 ) 
1 CLR  (n) 

現在の画面を任意の明るさ n

を指定します。( 0から 25 5 ) 
1 TWO  (n) 

画像データの 2値化。境界値 n

INEG  
現在の画面の濃度を反転する。

1 BANK  (n) 
1画面内のパンク n (0-3) を指定する c
パンクの設定以外の動作モードの変化はありません
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L T 0 F F 
ルックアップテーブルを休止状態にします。

LTON  
ルックアップテーブルを動作状態にします。
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CURON  
カーソル機能を ONにする。


